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機種名

（2秒間隔）

●本製品をしっかりと握り、活線の金属部または被覆部に先端

の検知部を並行に当ててご使用ください。電圧を感知すると

自動で電源がオンになり、発光部が赤色に点灯し、ブザーが

鳴ります。

●修理を依頼されるにはお買い上げいただいた販売店または弊
社サービスセンター修理グループにお送りください。

●製品のご使用に関するお問い合わせは弊社お客様相談室にご
連絡ください。

●補修用部品の保有期間
　本製品の機能・性能を維持するために必要な補修部品を製造
打ち切り後、５年間を目安に保有しています。

お客様の安全のために、始業前には必ず下記の確認を行ってく

ださい。

●本製品の異常や破損がないことを確認してください。

●ボタンを押し、先端ライトが点灯することを確認してください。

●既知の電源を用いて、発光部が赤色に点灯し、ブザー音が鳴

ることを確認してください。

●電圧検知時やライト消灯時に発光部が赤色に素早く 5 回点滅

した際は、電池容量が残りわずかになっています。継続して

使用を行う場合は、新しい電池と交換してください。

●自己診断機能について

　ボタンを押した際に、ブザー音によるモールスコードで

“SOS” ( 短音 3 回、長音 3 回、短音 3 回 ) が鳴った場合は、

本体から異常が検出されたことを示しています。この異常は

一時的なものである場合もあれば、恒久的なものである場合

もあります。電圧検知中に、ボタンを押すと、このアラーム

が鳴ることがあります。“SOS”のブザー音が鳴った時は、作

業を中断し既知の電源にて動作を再確認してください。

●ボタンを短押しすることで、先端ライトを点灯させることが

できます。消灯するには、再度ボタンを押すか、電圧検知が

無い状態が約 30 秒間続くと、自動的に消灯します。

●ボタンを長押し (1 秒以上 ) することで、感度を切り換える

ことができます。(Lo 低感度⇔Hi 高感度 )　高感度モード時

は、発光部が赤色に点滅 (2 秒間隔 ) します。再度ボタンを

長押しするか、電圧検知が無い状態が約 45 秒間続くと、自

動的に低感度モードに戻ります。コンセントの極性を調査す

る場合は、低感度モードで使用してください。

本体の異常検出時


